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アカマツ林に埋設したホンシメジの発生事例

且
同
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Chikage TODO 

Fruit body occurrence by inoculation of LyophyDum smmeji mycelial culture 

in Pinus densiDora forest 

I はじめに

ホンシメジ(L)'oph;-llUI1l s!UI1lθji)はキシメジ科シメジ

鳳の外生的恨菌であり、アカマツやブナ利樹積と l量i1肢を

作り 1:1寸舌をしている。 i円ーから「呑りマツタケ味シメジJ

として商品イ!日1i立の南iv、きのことしても;;11られており、今

でも丹波地域など、では天然のホンシメジヵ、?丸紅lで:'1¥j(91さ

れている。

ホンシメジのーiーな発生材、分であるアカマツ材、は、 1960

年代の燃料革命およびマツノザイセンチュウによる松村1

れにより激減しており、兵庫県内でも減少の一途をたど

っている。アカマツ材、の減少に伴い、ホンシメジの先生

;itも減少しており、I'itijill:の-'W¥I地域以外ではほとんとー流

通していない。

ホンシメジの放iすiJi弘、のM先は 19'10{Iー代から行われ

ており(!人公立試験研究機|長jを1-1-'心lこ、ホンシメジI量i

糸を堕延させた倍j也から直後発生させる放出方法 (i泊!;k

1史以)とfi'i養Ihli糸や11包子などをnlv、て樹木にホンシメジ

の l追i1設を {乍らせる ι とによりヰi\U)~ずる方-YL (野外j史上自)

との2)iIITJから)J!teiNIヲピが進め られてきた。

j!fi床救出の!jX:梨としては、fiIiし変を栄養斉11としたJ;引自

により了一尖{本発生にJjX:.i}J し (2人商業殺i宇i も可能な1E ~I::

Eを271むことができるようになった (3、Jんまた、 2

wlil)j包;没内での発止1::だけでなく、野外にJ:m;i支する省力|切な

発生方法での栽l削iJI1t(5)も平日f与されてし、る。 しかし、

i市地紺11)(が他のきのこと災なっており、 J伯i~点~.地iボ↑1刊J川i

なることなどカか、らJ広ムく 1詰益占者eb及之はしていない。

ノ了、日!j-外j支局は、 +f内成立~~主備や材、 1)ミi たき火による

ホンシメジ}-f{1殖)J位、や林内にJ;日生保i糸を開設するl討議riir

糸出設方法 (6)、アカマツ等の~cllllR り本 I~i にJ:ì~;-養凶糸

をJ惑染させるJEEH5117オ〈法 (7) ~4'-;の研究によ り! I!i: 9Jf9'11が限

告されている。当センターでもアカマツイ本内でj支給-試験

を行い、 2004{F-に発生を雌認した (8)。野外救府の特徴

としては、一度の施業によって能移(イIーの発生が見込める

ことが挙げられる。 しかし、複数年にわたって担l設後の

発生状況を追跡調査した例は少なく、 5"1二以上を追跡し

た1911は、ノ'1<谷他(.9)が 91，1-1:::1の調査をNlf!;している以外

児られない。また、ホンシメジと同じi量i恨[是lて、あるマツ

タケの堅f外殺i告には、 アカマツの材、Wj)が人ーきく1)(1!7・サーる

こと (1 0)から 、 ホンシメジの野タト救l~;，にもアカマツの材、

ia告が関係していることが寸う恕されるが、アカマツ材、I'iitiと

ホンシメジの野外救出の|長l係を示す調査はまだ不 1，分で

ある。

木研究では材、1'lii1の11なるアカマツ材、内にホンシメジJ);'

-:iid差i糸(以後、 iAiJ.，tC)をJlj!放して 7{Iが経過する試験地で

のホンシメジ発生状似を訓査し、複数什ーにわたる発つ，2.J1

秒IJの報告を行う。

E 試験地と試験方法

1 試験地の概要

:人験地はfu，lL県丹波iji~手口 1111 1.ム N~[の*~lêFI:1 来のアカマ

ツ 1~;である ( 1j:(1 J ) 0 Jll1¥Uyll1.いら'iリ|主にかけてのlキjliiJ き:H

mにイ立.位しており 、げJÍ:抜 20 0 ~250m 、 傾斜 250 ~2ïo 、

+:峻は !3D(c1)、表層地質はWi11i出ーである 。 材、 mí~は、試験

|非1 !if:ìll~J;にはおよそ 35~40 {f~L (キ1:I'Ni1W)とおよそ 10"1とト

(お一帥林)であった(Igl2)。アカマツの街肢は:JJ:IMi)林でがj

1 ， 400 木/h'1 、--r~:Uit-ì林で約 4 ， 800本/1"1<1で、 し寸=れの材、分

も日-:1木!fjはアカマツだけで:'lIYiJ&されており、低木府]はオ1:

IIj'h1~;ではコハノミツバツツジ、ソヨゴ、ネジキ、シャシ

ャ ン ボ、;(~，:l'Ui) 1~;はソヨ ゴのみであった。 ア カ マ ツ材、床の

Ô Ji"Iおよび八附は、担Il設rl，')にJ蚤き取り林外ヘドlち11'1した。
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3. ~里設方法

立lt ii3t)j訟は、アカマツイホ内に深さ 1 5 ~20cmf:lrl度の穴を

掘り、アカマツ出111般を鉱山させ、鉱山したアカマツの娘

図2 試験地の外相，1(左 中1:齢林、 右:若齢林) に抜するように P.P 袋から出 した関床を並べ、刊一びJ:~i!め

1J!:，t );訟をとった(区13) 。 掘 り 返すl燃に傷ついたイ1~は則

定ばさみで切りそろえ、J:~!め反す|燃にはijJ~Tj を使J+J し

た。 四段 したMI数は、 止!:IH;')林で 1 ~3 {1~1 、 才W 11治材、で 1 {i81 

である。また、宮Hizで作成したイグをJlflめ込んだ[差i床の

| ーに 立 て、 i泊旅の型J!設位置がわかるようにした。 J:~J!設 H寺

J~I は書i芸iの影響力1少なく、アカマツの恨の成長件 LL:J ~ I で

ある 12刀と 3月の冬期から.(J)イ干にヵ、けて行った。止1:似川水

への開IL没は 2002 年~2005 {1ニにかけて行い、 2002{Iは 12

jニl、2003{1'. ~2005 {1:，は 3 rJ に行っている 。 ;f~r:{齢林へのだH

設は 2006イド、 2007{rで、いずれも 3月に行った。Jlj!設
筒所数;は、2002{1.~ 2 004 イ | ーは 2 ヵ所ずつ、 2005 i1 ，~ 2007 

{I"'は 1j}所ずつである(凶 4)。
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表 1 陪l也組成(菌床およそ 25個分)

培地材料*1 重量(g)

赤玉土(小粒)

フスマ

グルコース*2

酵母エキス*2

10，000 

700 

20 

5 

*1 含水率65%になるように水を加える
*2混ざりやすくするため予め水に溶かしておいた
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1~14 .!:1!l設位置の配置(左 :壮齢林、右 :結齢林)

2 菌床作成方法

試験に伎JI~ したホンシメジi王i株は兵l十lj' W~:メ，;:h~ili TT=i[(IIIJ 

のアカマツ ・コナラ1見交林に発止iした子夫体から分離し

たものである。 ホンシメジをlf正義するための!;i，: Þ也は，jn~

」ーをJiH，jと したt:l後iJ:i>iJ也で、 栄養源と してアス?とグノレ

コース、酔ffjエキスを添加した(':1:<1 ) 0 1込i床のイ十成は、

- 1てj~片J也をシイタケ1. 5kg j星iJJ¥ミJTIアイノレターや!きポリプ

ロピレン袋(以下 P.P袋)に 500gずつ人れ、 120CC90分で

市j王滅的した後、あらかじめ PDi¥')2~jえ出j也で術後してお

いたホンシメジi泊糸を依砲し、 23CCでおよそ 901'111¥1情養

した。

4 発生調査

制在は、ホンゾメジが発つするとされる 10)1 '¥，旬から

11)'j 1旬にかけて行い、およそ一迎間おきに開設した後

のイ ;kW)Jf( J，~やチ実体の {1'1!lf;を確認した。 T-):t体は、 傘

長にヒグが形成され、 3cm .0、 |ーとなったものをチヨミ体と

した。 芹切り 1.1は、下一;n:{.イリ;(ti~の (1([認日から逆算して iíí~

iJllJし、発化|ー|は、了尖体の傘が 1，;分にIJHき)i長長が 11:まっ

た1'1 とした。 T:k体がづc ~L した場合は、発生数を記鮎し、

づc ~1:.位院にペグで手1I を イ、j けた。

5 発生環境調査

試験j也で発生が他認された 2年後の 2006{I:，に地 卜

10cmにniUj{ロガー(アズワン株式会社 TL363:3)を設躍し、

111寺rliJごとのn1!立を計測した。

試験WJII¥l全体の気jl;iは、気象ri・ IIP気象統計 li1;判

(1lltP://www. dala. .ima，日o..jp/obd/slaLs/ctrn/index. ph 

旦 2010/08/25参Ij(uにj:.r;)被されている気侃徳川IJ所の'1'か

ら;削除j血に最も近い柏原アメ グス11MiH1liJrのデータを使川

した。

|係1:I'i:1)，:は、|主|上交通省、水文ノ'1<:質データ ベ ース

(hllll://W¥¥'wl.l"ivcr.日o.jp/ : 2010/08/25参!日oに伺被さ
れている雨畏観測所の'¥，から試験j也に肢も近い春1"1観測l

所()'J i皮 Ili本円 1111下 士令井庄、 観測IJ0r記 44

106091286605170) のデータをH~則した (2009 年の降1:I'i

債は 111'に発表されていないため、除外した)0~水分訓ヲt1:

と しては 、 :1 1:Urtì林および沿齢林にて旬木 ~J.'iJ査をわ い 、 JI内

' :~:J 以 J:.の樹木の純子J[ と JI川:，直径を制祝した。
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E 結果と考察

1 埋設してから発生までの期間

i芸l 床を )111設してから発~I までに要する期間はおよそ

1. 5 {Iの箇所が多く、 9ヵ所rlコ4ヵ所であ り(表 2)、よlf!

設 してから 2;'干経過で発 ~Iーした箇所は 1 カ JJT(02-b)であ

った。 これは今まで報告されている出故事例の、出設後

21，ド以内に発生する場合が多いと の結果(.9、/人 12)

とも合致する。開設 してから半年で子実体が発生した供l

I:9T (Ot!-b) もMH認されたが、これは岬設菌床から|虫ー接発作

し、 i諮似合}ixをせぬまま発1:1".した可能iつがあるため、考
察からは除外した。

ププで、立i!設から発生までに 2.5{I三以上経過した佳i所

も 3 ヵロJr 見られ、 RA も発 ~Iーまでに 1 1.'1;1: :'1 を必した的所

(04-a)は '1.5イトーで、あった(表 2)。開設からこれlまど年数

が経過した発~Iー は他に報告されていないが、 JIj!設後 2 {Iー

が統過して子夫{4"，:発止1. 7'J'兄られないi:引所でも、 J~H設した

ホンシメジl主i糸の止1:.{.r介、(i'(ii認されている秒IJ(.9) があり 、

発生条件が拾うまで-f実体を形成しない場合があること

が示唆された。

l芸i般車lの-(*体発:1ーは、 土1:1:1のjhli糸-m:とl星il1Hi:¥:にI:l!J係
するとされている 00.ん従って、ホンシメジのjIîJ~辻H設

吊:は発生までのJ~JlI\'J に I~;J係している可tìl~'I'~I:がある 。 J~i!設

するIhliJ;1::最と発生に主る期間の関係は、サンフツレ数が少

ないためHJfiiは員f(しい。 しかし少ない事例で判断4をする

と、 1 j鈎 j末の埋設で、も上lf~設から 1.5 1，ドでT3ミ体が発と|し

ている筒J:!Ir(07)がある ことから考えて、少なくと も 1j!f，i 
床 (500g)のホンシメジ瑳l糸塊があれば、1.5 ;'1で下ー尖休

を発ノ1:.させることが可能であると思われる。

こ1，1.，らのことから、~;j'1人l に l長îJÂz を J~I!校して*ンシメジ

を発 ~I させる場合、通常であれば 2 {I:'以内に千:A体発生

が見られるが、 気 rl~l や降水晶 ~j)\~の状況によっては 2 1，ド以

上経過した後(こチ:k休が発生する場介があることがわか

った。

2 発生条件

発つ Il.'jJVIの]白川!とHbL:!1I;JJり1-1、 1f:'1戸n;をみると、 j月=

表 3 J;llJ設鑓IJ州jlJの発生日および発性本数

切りはj也 n~ が 16
C

C r"iÍi後 lこ{氏卜した点Il ìi.までj包こり、発生|ーi

(採集円)は:tf二切りから 2JllilI::'Jほど椛過した円となってい

る(1さ15)。ホンシメジの子夫体発生条1'1ーとしては、 j也l'

10cm のw均j也 rl-'ìlüU主が I tl~1 6CC(こイ氏卜してJ.i切りが起

こる OJ)と言われており、今回の条件会もほぼ一致してい

る。

兵庫県仁l'南部の天然のホンシメジの発λ/:.11寺WIは通常 10

月下旬から II月上旬と言われており、 今回の試験でもほ

とんどの場合は大然のホンシメジと !日!械の lO) I下旬か

ら 11) l-'工イl}fこ発J戸してし、る。 しかし、 02日地点では、

200'1 {I': 6 月のW~ I:I :ill~jWI に了::JH小が Ii!在泌された。 これは-ç

*体発/七 II~J にしばしば見られる現象で、.iill 'rijf;は秋本に発

止|ーするきのこが ?'M広と降 ~i'i -1Tt7)刊さったため、 1)J瓦に発4ー

したものと考えられJる。

3 発生の経年変化

ホンシメジ先生本数の経イr変化(表;j)をみると、イ1・に
よってばらつきが見られた。 発 II~ :I犬訓を大きく 工 分する

と、 2004/'1:.、2007{1:~2009 年は発生首i所数も多く、 l 

カj折あたりの発生本数も多い傾向がみられ(凶6)、:忠w
~，W作と 1;3:分できたo -);で、 2005{Iニ、 2006{f(式発生部l

所も]カ所のみでヴf:/t.tj>:数も少なく、了夫;f小もノJ，)I:')でl;ii

燥していた(図7)ため不イ十と|天王〉した。 発生~kr~1.が プ分

されるβ1!1.l1として殺げられるのが、気i1fiLと|降雨i7Lのイr変
化で-ある 。 きのこのうí3:1=において、));(iiU I~J&後の ir，:U主 |二

511は、 jk基の}iX長を抑制もしくは)J;UJI51体をn¥iダえさせる

ことが矢11られている 00.)。
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世つ臼表

林分 地点 植菌日
2004 2005 2006 2007 2008 2009 

菌床数 発生日本数 発注目本数 発生日本数 発生日本数 発生日本数 発生日本数 発生日本数

02-a 
2002/12/24 

3 6/4 10/29 8 11/5 5 11/5 8 
02-b 3 10/29 10 11/8 2 11/5 3 10/25 2 
03-a 
2003/3/11 

3 10129 21 11/10 2 10/24 2 
壮齢林 03-b 3 10/29 7 11/8 8 11/5 10 
04-a 
2004/3/19 

2 11/5 3 11/5 
04-b 2 10/29 1 11/8 12 11/5 10 11/5 3 
05 2005/3124 11/8 6 10/22 12 11/5 3 

若齢林 06 2006/3/9 11/5 

07 2007/3/17 10122 3 11/5 7 
発生箇所数/発生可能な箇所数 1/6 5/6 1/7 1/8 4/9 7/9 7/9 
1箇所あたりの平均発生本数 1.0 94 2.0 2.0 7.3 6.2 3.5 
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目且
日
間
凶
7上 7中 7下 8上 8中 8下 9上 9中 9下 10上 10中 10下 11上

月・旬

!ヌ19 2004 年~2008 年の 7 月上旬~ 11 月上旬まで-の降雨量

2004 J，r~2009 午ーの気 il;II の変化を見る と、 2005 伴、 2006

{IーはijF、基形成由後の 10 刀 L1J イ 1)の平均気71"~ が他{I'. よりも

2CC以上市lくなっており ([jg[ 8 )、 2005+1三、2006+1三は、

10 月1.1 1 11) の ìl"U~J:.fl により、ホンシメジの)JtU~が Wíターし

たため、発ノI~_ :11.、発1[".筒f!JiJ'ぐに少なくなったのではない

かと与えられる。

また、天然ホンシメジの 11Jイい 1 ・の粂{，[ーは、見切り n~ut

に達する，'Iíjの 3~4j!ii1間の降雨 ii! が 1 50mm 以 _Lーになるこ

と(13)とされており、発"tlrkと|咋FI'i号lの幹i怯JJ:[共l係が示
唆されている。1¥何Fi~ikの年変化をみると、 9)'1 C[J卜旬の

降，1'1一伎は、 2005、2006{Iーが 8mm， 61mmに対して、 200'1

{l、20071，1ヘ2008"1'.は:208mm， 96mm、116mm-C CV)っ1こ。
料に 9)'1卜旬の|係FI'i1"1':は、2005、2006{Iーで Ommである

方、20011作、 2007午、 2008年では 207mm、50l1un、100mm

であった(図 9)。特に発性張、先生筒所数共に多かった

200" {r~は、 9 ):1'1-1下旬の降雨量が 200mm;を脳えている。

ホンシメジのJJf( j;~J助成は 10 J'iのとイ1)から始まるため、 JJi(

JL形成，'，ijに当たる 9n L!J -I、旬の[\年 fri l1lーが ITI~: となると考

えられる。そのため、 9)~ [11下旬の降雨量が少なかった

2005年、2006{I ' は、 子実体涜(基が形成しにくく 、ヲê!.t~Ml

が少なくなったと思われる。一方で、 20011{I'.、2007年、

2008年は9月11J 1ご旬の降，'I'i中;が確保されたため、 T;仁科、

が!IIJ'! ~JMに発生 したことが示唆された。

4 シ口の成長

2006 "1にJll!設し、 2009{I'.に発"I-=:が確;認された笛irfr(地

点 06)を2010年 3)1 (こ初1: り返したところ、静く I~ I い芭i

糸がよI[!~没位置をほぼ 1 "1" 1 心と した直径約 30cm の円状に堕

延し、 112 く位燥した部分が見つかった (I~) 10)0この状況

は天然の*ンシメジのシロの記述。3)とほぼ合致してお

り、 UH設筒mがシロイヒしていることがli1化hEできた。
2008 {I三と 2009年の子笑体発生位置tから、]年あたり

のシロの広がりを li'II;認 した ところ 、 10~'12cm のばらつき

があり、平均して 1{1"-[i¥Jに 22.5cm拡大していることがわ

かった。 天然のボ ンシメジのシロの広がりは 30~50cm

との事H告 (1 4)があるが、 ~'ì I1I1はそhよりもノトさし、。 広が

りが小さいのは、 /';-[111の試験地は u袋が)i!i'く11:栄養であ
ることやアカマツ品11¥恨の琵;が少ないことが考えられる e

以|のことから考えて、ホンシメジ荷¥j沫をJ:.ll!設するこ

とで、 シロ を形成主せることができ、 そのシロは天然の

ものとほぼ変わらないことが推測された。また、 立地条

flーや環境条件によりシロの成長速度や発生本数(こぱらつ

きはあるが、おおむね天然のホンシメ ジと同級にシロを

発注させながら発生.し続けることが予担、主れた。しかし、

71<.谷他 (9ノは、j:Q! ~)):から 4 年↑11 \=] づc ~[.'. し続けたが、その

後 4{Iム|日 I ~c~[二していない筒所がある ことを他認してお り 、

木研究でも 03-aのように、開設当初の3{I二問は発止|ーした

が、その後 3イIcc[ilJ先生していない筒所が見受けられる (後

3) 。 これらの 主1;:例は、年ごとの-:Je ~lcーのばらつきなのか、

思設菌床がシロ化した後に、何らかの影響でシロが消失

して しまったのか判断できない。さらなる追跡調夜や多

くのつi秒'11研究を豆:ねることで明らかになると忠われる。

図 10 若齢林に菌床を埋設 し形成されたシロの

様子(2006年 3月埋設、写真慌影 2010年 3月)
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5 アカマツ林齢との関係

今 |旦l 、 tl: i'U~1林とお Ilii11~、に I星川、を J!I[め iムみ、 し、サェれの材、

分でもづ下lーを(泊ti/c!.、した(1<3)。アカマツ材、にJ!I!設して発

生がli'lii認された過去の事例で‘は、 30{I'.~刊イ|エ /17.の林分で

の発ノ|てが半fA告されており (6、/久 16、Jiブ、中I:lllii林の結

果と一致する。ー カで、治:mj~のアカマツから発生させた

事例としては、 11又り木 1!I'i~ζか ら発 ~Iニ した事例(7)がある

が、 -?~:Wí~林分にHf!註しての発~I，例(ま1総認されていない。

本研究では、 10年程度の科齢林でもホンシメジ発生材、と

して{土Jl J できることが(i'(I(~;恋で、きた@

今回は材、lHii'15 +I'J;LIーのアカマツ材、でのJIIl設誌験は行

っていないが、日IJの試験地で 50年以上のアカマツにホン

シメジ臨床をJWめ込んだよh例では、3年以|ー経過しでも

子夫体発止|は兄られていなし、(JÎM~欽米発表) 。 これらのこ

とからそえると、ホンシメジを発~I ーさ せるための材、分は

50 {J'.以 IJf過している材、分はさけた力がよいと 言えよ

フ。

摘要

( I )アカマツ I0 +1: ~1 .1水分 (右帥林) と 35~'10 年生1~'

分(制 mi~林)にホンシメジî!tj床を J~!設し、ホンシメジ 7・

実体が発金した。

( 2) 1芸i休 J~1l設からj'.尖体発生まで1. 5 {f経過したもの

が多かったが、 4.5"f.経過の後、 7・3掛けt発生した的m
も凡られた。

( :3)ホンシメジイー尖体の発λ1:.は、イ1・によってばらつき、

iI日jえと降下|ーjJij.に六一布されていた。

(斗) J~I!殺菌J氷山米のシロは天然のものと JI列kが似てお

り、シロのjよがりは、 1 {I'I'I:JにτfJ6j22. 5cmで、あった。

( 5 )これらのことから、立j山条件や環境条件によりシ

ロの成長速度や発生ぶ数にばらつきはあるが、天然のホ

ンシメジと問般にシロを従達させながら発生し続けるこ

とが7J~峻された。
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